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Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
支
社
で
は
、
七
月
二
日
か
ら

一

県

一
Ｇ
Ｐ
Ｕ

（大
支
店
）
化
を
実
施
す
る
。

こ
の
新
た
な
経
営
改
善
施
策

の
実
施
に
伴
い

県
庁
所
在
地
四
支
店

（愛
媛
、
香
川
、
徳
島
、

高
知
）

へ
、
県
内
通
信
市
場
全
般
に
わ
た
る
企

画

。
戦
略
業
務
が
集
約
さ
れ
る
。

こ
の
た
め

一
三
Ｐ
Ｕ

（支
店
）
体
制
が
見
直

さ
れ
、
県
庁
所
在
地
四
支
店
と
そ
の
他
の
支
店

の
関
係
は
、
図
１
に
示
す
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で

の
支
店
と
営
業
所
の
関
係
に
似
せ
て
整
理
さ
れ

て
い
る
が
、
や
や
わ
か
り
に
く
い
の
で
、
図
２

を
加
え
て
具
体
的
に
解
説
し
て
み
た
い
。

一　

支
店
の
名
称

Ｇ
Ｐ
Ｕ
支
店
は
所
掌
範
囲
が
県
域
と
な
る

こ
と
か
ら
、
支
店
名
称
に
は
県
名
を
付
け
て

香
川
支
店

（Ｇ
Ｐ
Ｕ
支
店
）
と
す
る
。

な
お
、
丸
亀
支
店
は
香
川
支
店
の
内
部
組

織
と
な
る
が
、
営
業
戦
略
上
の
観
点
か
ら
名

称
は
今
ま
で
通
り

（支
店
）
と
す
る
。

一
一　
Ｇ
Ｐ
Ｕ
支
店
長

（香
川
支
店
長
）

四
国
支
社
が
策
定
し
た
戦
略
に
基
づ
き
、

自
己
完
結
的

に
Ｇ
Ｐ
Ｕ

（県
内
）
全
体
の
収

支
及
び
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
責
任
を

負
う
。

タ
ス
ク
長
及
び
Ｇ
Ｐ
Ｕ
内
支
店
長
に
対
し

て
指
示

・
指
導
を
行
う
。

〓
一　
タ
ス
ク
長

（香
川
支
店
の
部
長
）

Ｇ
Ｐ
Ｕ
支
店
長
か
ら
分
担
し
た
業
務
に
つ

）

い
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｕ
内
支
店
を
含
め
た
県
内
全
体

の
当
該
業
務
に
関
す
る
戦
略
を
策
定
す
る
。

Ｇ
Ｐ
Ｕ
内
支
店

に
対
し
て
も
支
援

・
指
導

を
行
う
。

四
　
Ｇ
Ｐ
Ｕ
内
支
店
長

（丸
亀
支
店
長
）

Ｇ
Ｐ
Ｕ
全
体
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
自

エ
リ
ア
の
業
務
運
営
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
。

タ
ス
ク
別
業
務
の
横
通
し

（
バ

ッ
ク
ア
ッ

プ
）
を
図
る
。

自

エ
リ
ア
の
お
客
様

に
対
し
て
迅
速
、
か

つ
適
切
に
対
応
す
る
。

(注 )GPU(General Prodtlcion Unit)
お客様重視と機動的 。弾力的な業務運営体制の構築を目的として、業務の集約状況

を勘案 し、商圏や生活圏のまとまりに対応 したエ リアごとの経営管理ユニットとし

て設けた事業部 (支店)の単位をいい、「生産活動のための総合的組織単位」とい

う意味である。

図 2 支店の組織イメージ (香川支店の例 )
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以
上
の
Ｇ
Ｐ
Ｕ
化

の
他
に
、
七
月
以
降
、
次

の
経
営
改
善
施
策
等
が
順
次
実
施
さ
れ
る
。

一
　

テ
レ
カ
販
売
業
務
の
事
業
化

昨
年
六
月
に
四
国
支
店

（松
山
）
を
開
設
し

た
ｍ
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

テ
レ
カ

（
旧
巾
関
西
テ
レ

カ
）
は
、
宇
和
島
、
今
治
、
高
松
、
丸
亀
、
徳

島
、
高
知
に
支
店
を
、
阿
波
池
田
、
土
佐
中
村

に
営
業
所
を
設
け
て
、
こ
れ
ら
直
営
の
営
業
拠

点
を
べ
―
ス
に
、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
事
業

の

一

層
の
拡
大

。
発
展
を
目
指
す
こ
と
に
な

っ
た
。

な
お
、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
販
売
業
務
は
、
＝

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
テ
レ
カ
で

一
元
実
施
さ
れ
る
が
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
営
業
窓

口
で
も
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の

販
売
は
、
従
来
ど
お
り
実
施
し
て
い
く

こ
と
に

し
て
い
る
。

´
一　
Ｐ
Ｈ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
化

本
年
は
Ｐ
Ｈ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
元
年
と
い
え
る
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
パ
ー
ソ
ナ
ル
通
信
網
Ⅲ
で
は
、

松
山

（本
店
）
、
高
松

（営
業
本
部
）
、
徳
島

・
高
知

（営
業
所
）
に
営
業
拠
点
を
設
け
て
、

次
世
代

の
通
信
手
段
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る

Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
実
用
化
を
目
指
し
て
お
り
、
松
山
で

の
サ
ー
ビ
ス
開
始
も
近
い
。

Ｐ
Ｈ
Ｓ
用
の
デ
ィ
ジ
タ
ル
コ
ー
ド
レ
ス
ホ
ン

（親
機
を
自
宅
に
置
き
、
そ
の
子
機
を
外
出
時

に
持

っ
て
出
て
、
街
中
で
利
用
出
来
る
）
も
既

に
発
売
さ
れ
て
お
り
、
手
軽
な
料
金
で
利
用
で

き
る
携
帯
電
話
と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
開
始
が
待

た
れ
る
事
業
で
あ
る
。

〓
一　
デ
ィ
ジ
タ
ル
時
代

の
設
備
運
営
及
び
設
備

運
営
業
務
等
の
事
業
化

お
客
様
の
要
望
が
高
度
化

。
多
様
化
す
る
中

に
あ

っ
て
、
将
来

に
わ
た
り
自
立
し
得
る
経
営

基
盤
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
お
客
様
の
要
望

に
対
し
て
即
時
に
対
応
す
る
た
め
、
デ
ィ
ジ
タ

ル
基
盤
設
備
や
設
備
運
営

ツ
ー
ル
を
早
期

に
構

築
し
、
所
内
業
務

（試
験
、
機
械
、
伝
無
等
の

業
務
）
の
県
域
集
約
を
図
る
こ
と
に
な

っ
た
。

ま
た
所
外
系
業
務

（線
路
等
の
業
務
）
に

つ

い
て
は
、
設
備
の
維
持

・
管
理
に
関
わ
る
業
務

と
面
的

に
広
が
る
お
客
様
周
り
の
業
務
に
区
分

し
、
お
客
様
周
り
の
設
備
運
営
業
務
等
に
つ
い

て
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と

一
体
に
な

っ
た
業
務
を
行
う

巾
Ｎ
Ｔ
Ｔ
テ
レ
コ
ム
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
四
国

（Ｔ

。
Ｅ
四
国
）
に
お
い
て
事
業
化
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

四
　
法
人
営
業
体
制
の
充
実

。
強
化

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ヘ
の
対
応
等
、
高
度
化

・

多
様
化
す
る
法
人

ユ
ー
ザ
に
対
す
る
営
業
活
動

は
、
従
来

の
サ
ー
ビ
ス
別
、
地
域
別
の
受
付
、

工
事

・
保
守
体
制
か
ら
、
専
用
線

・
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ

等
の
サ
ー
ビ
ス
を
複
合
的

に
組
み
合
わ
せ
た
総

合
的
な
受
付
、
工
事

・
保
守
体
制

へ
と
転
換
し

て
行
く
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
県
庁
所
在
地
四
支
店
の
総
合

通
信
シ
ス
テ
ム
部
は
、
法
人
営
業
部

に
名
称
を

変
更
す
る
と
と
も
に
、
専
用
線
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
を
母
体
と
し
た
カ

ス
タ
マ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

を
法
人
営
業
部
の
中
に
設
置
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
。

五
　
公
衆
電
話
営
業
部
の
運
営
体
制

一
で
述

べ
た
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
販
売
業
務
の

事
業
化
と
、
三
で
述

べ
た
設
備
運
営
業
務
等

の

事
業
化
に
伴

い
、
今
後
、
公
衆
電
話
事
業
部
で

は

マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
業
務
を
専
担
的
に
実
施
す

る
こ
と
に
な
る
。

）

な
お
、
県
庁
所
在
地
四
支
店
の
公
衆
電
話
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
は
、
販
売
部
の
中
の
公
衆
電
話

営
業
担
当
に
変
更
さ
れ
る
。

エ
ハ
　

カ

ス

タ

ム

（
Ｃ

Ｕ

Ｓ

Ｔ

Ｏ

Ｍ

）

の

導

入

顧
客
サ
ー
ビ
ス
統
合

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ

り
、
加
入
電
話
等
の
サ
ー
ビ

ス
オ
ー
ダ
業
務
、

料
金
業
務
、
設
備
管
理
業
務
、
故
障
修
理
業
務

等
で
、
日
常
的

に
発
生
す
る
業
務
の
自
動
化
が

完
成
し
、
部
門
間
業
務

の

一
体
化
が
進
む

こ
と

か
ら
、
業
務
の
省
力
化
に
よ
る
業
務
分
担
の
変

更
等
が
行
わ
れ
る
。

七
　
カ

ル
タ
ス

（Ｃ
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｓ
）
の
導
入

加
入
者
線
試
験

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、

前
述
の
カ

ス
タ
ム
と
連
動
さ
せ
て
、
顧
客
情
報

や
設
備
情
報
等
の
お
客
様
情
報
を
瞬
時

に
把
握

で
き
る
た
め
、
１
１
３
業
務
が
よ
リ
キ
メ
細
か

な
も
の
と
な
る
ほ
か
、
故
障
受
付
を
行
う

フ
ロ

ン
ト
業
務
と

こ
れ
を
技
術
面
か
ら
支
援
す
る
バ

ッ
ク
ヤ
ー
ド
業
務

（故
障
修
理
等
）
を
分
担
化

し
て
、

フ
ロ
ン
ト
業
務

の
県
域
集
約
等
が
行
わ

れ
る
。

八
　
〇
Ｓ
Ｐ
Ｓ
の
導
入

情
報
案
内
事
業
部
は
、
迅
速
に
接
続
案
内
業

務
が
取
り
扱
え
る
よ
う
新

シ
ス
テ
ム

（Ｏ
Ｓ
Ｐ

Ｓ
）
を
導
入
し
て
、
案
内
台
と
接
続
台
を
統
合

し
た
複
合
台
を
設
置
し
、
新
サ
ー
ビ

ス
ヘ
の
対

応
と
、
県
域

ラ
ン
ダ
ム
を
四
国
ラ
ン
ダ
ム
ヘ
と

拡
大
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
導
入
に
合
わ
せ
て
、　
一
部
案
内

事
業
所
が
集
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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夫

を
看

取
り

て

定

年
も

間
近

の
主

人
が
突
然

脳
出
血
で

倒
れ

ま

し
た

の
は
、

二
〇

年
も
昔

の
真

夏

の

こ
と
で

ご

ざ

い
ま
す

。

目

の
前

が
真

っ
暗

に
な
り
ま

し

た
が
、
華

い
発
作

が
軽

く

、
皆

様

方

の
当
座

の

ご

処

置
も

よ
か

っ
た
お
蔭

ぃて
、
七
〇

日
間

の
治

療
で

無
事

退
院

さ

せ

て

い
た
だ

き
ま

し
た
。

た
だ
病
気

が
病

気

だ

け

に
言

語
障
害

と
半
身

不
随

が

尾
を
引

い
て

い
ま

し

て
、

リ

ハ
ビ
リ

に

専
念

す

る

こ
と
が
私

ど
も

の
課
題
で
ご

ざ

い
ま

し

た
。
ご
覧

の
と

お
り

舌

の
麻

痺

は
消

え
な

い

し

、
手

足

の
し
び

れ
も
残

っ
て

い
ま

す
が

、
今

日
ま
で

そ

れ

こ
そ

無

我

夢

中

で

養

生

三
昧

の

毎

日
ぃて
ご
ざ

い
ま

し

た
。

ま
ず

退
院

の
翌

日
か
ら
血

圧

の
測
定

が
私

の

日
課

に
な
り
ま

し

た
。
朝

の
七
時

と
夜

の
八
時

の
二
回
、

デ

ィ
ジ

タ

ル

・
メ
ー

タ
ー
な
ど

の
出

廻
わ

っ
て

い
な

い
時

代
で

、
聴

診

器
を
頼

り

に

心
音

を
聴

く

や
り
方
で

ご
ざ

い
ま

す

。
寒

の
暁

な
ど

に
は
血

圧
が
高

く

な
り
ま

す

が
、
睡

い
目

を

こ
す

り
な
が
ら
計

り
間
違

い
ぃて
は
な

い
か

？

と
ど
ぎ

ま
ぎ

し

た
苦

い
思

い
出

が
ご
ざ

い
ま

す

。

五
年

過
ぎ

れ
ば

一
先
ず

再

発
を
免

れ

る
だ

ろ
う
、

と

伺

っ
て

い
ま

し

た

の
で

、

そ
れ

こ
そ

一
日
も

油

断

せ
ず

計

り
続

け
た

の
で
ご

ざ

い
ま

す

。

そ

の
記
録

を
主
治

医
が
ご
覧

に
な
ら
れ

て
、

「
学
会

へ
発
表

て
き

る
よ
う
な

デ
ー
タ
ー
だ
」

と
誉

め

て
下

さ

い
ま

し

た
。

食

生

活
も
す

っ
か
り
改

め
ま

し
た
。
生
来

濃

い
味
好

み

の
主

人
ぃて
ご
ざ

い
ま

す

が
、
き

２
ば

り
慎

し

み
ま

し

て
、
私

の
舌
も

薄
味

に
慣

ら

さ

れ

て
参

り
ま

し

た
。
麻

痺

し

て

い
る
舌
で

は
魚

の
骨

の
選

り
分

け
が
か

な

い
ま

せ

ん

の
で

、
華）

飯

な
ど

に
は
、
だ

し
汁

だ

け
を
使

い
、
も

っ
た

い
な

い
の
ぃて
す
が

、

具
を
基
増
て
て

い
る

の
で
ご

ざ

い
ま
す

。
ま

た
食

事
中

に
箸

の
先

を
噛

み
砕

く
も

の
で

す

か
ら

、

ニ
カ
月

に

一
度

ぐ
ら

い
木

箸

を
取

り
替

え

る
よ

う

に
し

て

い
ま

す

。

緑
蔭

や
折

り
返

し

ゆ
く
試
歩

の
杖

主

人
が

リ

ハ
ビ

リ
を
始

め

た
頃

ｒ

詠
ん
だ
句

で
ご

ざ

い
ま
す

。
ご

近

所

の
公

園
内

を

二
時

間

近

く
歩

く

の
を

日
課

に
し

て

い
ま

し

た
。
冬
場

を
避

け

て
、　
一
巡
り
数

百
米

の
広

場
を

二
〇
数

回
歩

い
て

い
ま

し

た

。
し
か
も
裸

足
を
引

き
摺

っ
て
で

す

。
殊
更

ら
素

足

が

よ

い
の
か

ど

う
か

存

じ
ま

せ

ん
が
、

「
足
裏

が
上

に
刺
激

さ
れ

て
、

温

く
快

い
よ
」

な
ど

と
申

し
ま

し

て
、

そ
う

三

年

間
ぐ
ら

い
は
続

け
た
ぃて
し

ょ
う
か
。

そ

の
頃

、
息

子

の
車

で
横
峰
寺

へ
詣
で

た

こ

と
が
ご
ざ

い
ま
す
。
麓

の
登
山

口
か
ら
胸
突
き
八
丁

の
難

所
を

、
登
り

三
時

間
、
降

り

二
時

間

を
途

中

休
ま
ず

に
杖

な
し
で
歩

き

通
し
ま

し

た

。

そ

れ
で
も
丈

夫

な
私

よ
り
も

平
気

な
顔

を

し

て

い

る
も

の
で

す
か

ら
。
び

っ
く
り
す

る
や
ら
嬉

し

い
や
ら
で

涸
が
止

ま

ら
な

い
で

困

り
ま

し
た

。

旅
行
好

き

の
主

人

は
、

こ
れ
ま
で

四
国
札

所

を

三
回
も

巡

っ
て

い
ま

す
が

、
病

ん
で

か

ら
旅

先

で

異
変

が
あ

っ
て
は

い
け
な

い
の
で

、
私

が

連

れ
立

つ
よ
う

に
し

て

い
ま

す

。

旅

の
ほ
か

に
、

こ

こ

一
〇

数
年

間
俳

句

を
嗜

ん
で

い
ま

す
が
、

ボ

ケ
防
止

に
も

程

好

い
趣

味

だ

、
と
私
も
喜

ん
ぃて
い
る

の
で
ご
ざ

い
ま
す

。

も

っ
と
も

こ
の
俳
句

も
始

め

た
頃

に
は
、
人
並

み
以
上

の
難
儀

が
立

ち

は
だ
か

っ
て

い
ま

し
た

．^

実

は
、
言

語
中
枢

の
漢

字

記
憶

が
病

い
に
奪

■

れ

て

い
た

の
で
ご
ざ

い
ま
す

．
基

‥
し

て
、

■

な
字

記
憶

と

発
言

コ
嘔

の

下
）
■
三
■

，．

．́
＾
〓

ブ
て
、
　
一「一　
一
一〓
ュ
（″
「
も

，τ
〓．〓
´
一嗜二
・
．́
（
　
■́́
　́
一　
´
一、　
三
二

】
」

´
一
一
ィ
一
．́
一
一
イ
）
　

）
′
ヽ
一一
ス

´
´
）
・　
一　
ィ
一
´
（・
´
ヽ

ン́ヽ
一
一́

〉ヽ
　

一
一
）
．

´
一
一　
　
）

一

「
、

）
・
う

´
　́
一
、
　
一　

． 一
．　
´
　

一
一
一
〓
　
一〓
´
´

　ヽ
´
¨
、

　

言
示

面

な
句
会

な
ど

の
お
付

き
合

い
は
ぃて
き
ま

せ
ん
Ｇ

勢

い
俳

句

に
無
縁

の
私

が
句

稿

の
清

書

に
狩

り

出

さ
れ

る
破

目

に
な

っ
た

の
で
ご

ざ

い
ま

す

。

そ

の
う
ち

に
主

人
も

こ
の
儘

で

は

い
け
な

い
、

と
覚

っ
た

の
か
、　
一
日
中

広
辞
苑

、
漢

和
辞

典

と
首

っ
引

き
で

、
ぼ

ろ

／
ヽ

に
な

っ
た
辞

書

を

何

冊
か
買

い
替

え

て

い
ま

し

た
。
漢
字

の
リ

ハ

ビ
リ
も

だ

い
ぶ
ん
進

ん
ぃて
参

っ
て

い
る
よ
う
で

すヽ
が

、
全
癒

は
望
め

な

い
よ
う
で
ご
ざ

い
ま

す

。

こ
れ
ま
で

に
詠

ん
だ
句

は
千
句
余

り
で

す

が
、

私

の
好

き

な
も

の
を

二
、

三
挙
げ

さ

せ

て

い
た

だ
き

ま

す
と

、

歳

月

は
庭

本

に
も

あ

り
小

鳥
来

る

蝸

や
山

の
飼
犬

人
を
恋

ふ

主

人

の
俳
句

に
あ

や
か

っ
て
、
私
も

俳

画
を

習

い
始

め

て

一
〇

年
余

り

に
な
り
ま

す

。
も

と

′＜
ヽ
幼

い
頃

か

ら
絵

を

画
く

の
が
好

き
だ

っ
た

０

て
す

が
、
旬

に
即
し

て

の
作

画
が
、
あ

る

い

は
主

人

の
句

作

り

の
励

み

に
な

る

の
ぃて
は
な
か

ろ
う
か

？
と
思

い
付

い
た

０

て
ご
ざ

い
ま
す

。

さ
わ

ら
び

や
画
材

に
摘

み
し

二
三
本

一異
山
で
蕨

を
摘

ん
で

き

て
く

れ
た
と

き

の
句

で
ご
ざ

い
ま

す

が
、
早
速

こ
の
句

を

冠
し

て
筍

二
本

を
描

い
て
み
ま

し

た
。

妻

と
わ

れ
趣
味

を

た
が

へ
て
秋

灯

労

い
の
言
葉

を
余

り

口
に
し

た
が
ら

な

い
主

人
で

す

が
、
私

の
俳

画
を
温

く

見
守

っ
て
く

れ

て

い
る

の
だ

、
と
私

な
り

に
独

り
合
点

し

て

い

る

の
で
ご

ざ

い
ま
す

。

お
二

い
身
体

に
気

を
付

け

て
、
俳

句

と
俳

画

■
道

を
二

人
三
一■
て
歩
ん
で

ゅ
き

た

い
も

の
だ
、

イニ
皇
〓
　
）
■

一
ス
ス
「
Ｅ

こ
の
頃
で
ご
ざ

い
ま

す
。

（
穴
吹

編
集

委

員
長
記

）
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‐
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―
―

一
テ
ル
ウ

ェ
ル
だ
よ
り

一

隆

鮮

夢認

証

リビ

か
ね
て
か
ら
、
安
芸
地
区
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
の

間
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
を
結
成
し
よ

う
と
い
う
動
き
が
あ
り
ま
し
た
が
、
四
月
二
八

日
、
男
性
五
名
、
女
性

一
四
名
、
合
わ
せ
て

一

九
名

の
グ

ル
ー
プ
で
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
生
憎

の
雨
天
で
し
た
が
、　
一
〇

時
三
〇
分
か
ら

一
時
間
余
り
、
大
山
岬
の
清
掃

を
行

い
ま
し
た
。

会
員
の
話
し
合

い
で
、
今
後
、
安
芸
市
内

の

観
光
地
等
の
清
掃
、
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
の
奉
仕
等

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

四
国
で
は
八
番
目
の
Ｏ
Ｂ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
で
、
代
表
者
は
岡
林
泰
助
、
世
話
役
は

小
川
佐
恵
子

・
浜
崎
三
枝
子
の
各
氏
で
す
。

安
花
地
区
Ｏ
Ｂ
の
皆
様

の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
　

　

　

　

　

　

　

（岡
林
　
記
）

鴎

抒

箋

又

ダ

胚

霧

ピ

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
寝
た
き
り
老
人
等
の

介
護
は
、
家
庭
に
と

っ
て
大
変
重
要
な
課
題
と

な

っ
て
い
ま
す
。

テ
ル
ウ

ェ
ル
で
は
、
平
成
元
年
度
か
ら
、
家

庭
で
出
来
る
寝
た
き
り
老
人
等
の
基
本
的
な
介

護
知
識
や
実
技
を
修
得
す
る
た
め
の

「
家
庭
介

護
者
教
室
‐
を
、
日
赤
各
県
支
部
等
の
ご
協
力

を
得
て
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
参
加
者

の
方
に

好
評
を
博
し
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
も
次
に
よ
り
開
催

す
る
よ
う
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

グ

ル
ー
プ
の
退
職
者
を
始
め
、
現
職
者
の
方
々

の
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
各
県
で
の
開
催
は
次
の
と
お
り
で
あ

り
、
詳
し
い
こ
と
は
テ
ル
ウ

ェ
ル
四
国
支
部
福

祉

セ
ン
タ
ー
、
又
は
最
寄
り
の
営
業
所

へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

案

開催 日時、場所
> 松山市   10月 25日 (水 ) 13:00～ 17:00

11月 1日 (水 ) 13:00～ 17:00
NTTプ ラザ松山

卜  薦署″AIF    10り 931日  (クk)   10: 00-12:00
NTTプ ラザ高松

膠 徳島市  11月 上旬
> 高知市   9月 上旬
卜 安芸市  9月 上旬

実施 内容
寝たきり老人等の家庭内で出来る介護知識の修得、及び介護者 と して

一定の役割を果たせ る実技習得を目標 とします。
お問い合わせ先 。お申込み先

テルウェル四国支部  福ネ止セ ンター 0899(34)7264
沼事り||ゼヨ】篭〕千    0878(23)0294
布ま塵き催まう篭刃予    0886(55)0294
昌矢涸ゼ子)ξ 刃7    0888(85)2941

(第 1回 )

(第 2回 )

(別 途 ご案内 します )

(別 途 ご案 内 します )

(男」途 ご案 内 します )

テルウェル四国支部福祉 センタ

県ガ1 サークル 代表者名 連 絡 先 会 員 会費 (円 ) 活 動 紹 介

愛媛

勝 謡 会 畑野 節夫 岡田 秀一

■176-oo22
51名 曲

舞

方

語

仕

両

月1,300

月1,300

月2,300

毎月1回以上、すロン「かつやま」にて、観 |卜流謡曲の習

得。段・級にこだわらず自Hlな 雰囲気で、古典芸能の真髄
にアプローチ。

日尾クラブ 中須賀 忍 中須賀 忍
Te175-5630

64名 年   1,000 ′しヽのつながりを大切にする、久米地区の仲良しクラブ。

話 友 会
(民 踊)

山 ド 里江 山下 里江

Te175-3740

14名 月   2,000 毎週水1霊 日、第 2・ 第 4金曜日の13時30分 ～ 2時間。民謡

に合わせて楽 しく体を動かし、l・2康増進を。

愛媛囲碁同
好会

松本 義則 昔  常一

b124-5338
84名 会の都度

1,000
偶数月の第 4土曜日に暮会.サ ロン「かつやまJで 1宛 を磨

軟式庭球 ク

ラブ

玉木  昇 玉木  昇
■72-1588

26名 年   2,000 堀之内市営コートて、よい汗をかいています。
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県別 サークル 代表者名 連 絡 先 会 員 会 費 (円 ) 活 動 紹 介

愛媛

友仕上俳句
会

仲谷  昭 仲谷  昭
Te122-3144

21名 会の都度 毎月、第 2上 l翌 日の13時 ～。俳句結社に関係なく誰でも参
加歓迎。

えひめ歩こ

う会
流 徳太郎 中屋  廣

Te184-5880

124名 年  1,000 歩 くことにより健康 を保ち、会員相互の語らいの機会 とす
る。

,手棋クラブ 松 本 義則 長野  武
■173-4610

月務本  亘

Ъ151-4124

26名 年   1,200
会の都度

1,000

奇数 liの 第 1土曜日に例会。高野武久先生指導。

ゲー トボー
ルクラブ

山守 勝也 山守 勝也
T‐122-0352

36名 半年  1,000 毎月 4回以上練習。健康増進 と規睦 を。

吟友クラブ 香 Fr 喜 雄 香河 喜雄
Ъ131-0033

13名 月   2,000 毎週火1雇 日、15時30分 ～ 2時間。四季の大会を目標に稽古
清11流 (本 部堀江)。

詩吟研究会

(吟研会 )

l_・垣 桧垣 加行
Ttl「 2-0888
井ノ L]静子

bl13-5209

13名 月   1,000 毎週本曜日、10時～ 2時間。漢詩等の吟詠と詩文の歴史的

研究。

社交ダンス

愛好会
五藤 哲雄 I藤  哲雄

lb152-6821

38名 月   1,000 毎週+1在 日、13時～ 3時間.カ ラオケで踊る楽 しさは格別

初めての人が 6割。

俳画クラブ 北  哲朗 藤本 迪雄
Te,4-1980

13名 月   1,500 月1回例会。雅趣を愛する人の俳両会。

フォトクラ
ブ

高本 隆之 西川  晴
T‐163-2244

12名 4F     2,000 写真をi重 して会員の規睦融和を。年 2回以 上展覧会開イr.

香川

香川 |■l碁 同

好会

清水 健市 清水 健市
ЪB8-1848

58名 会の都度
1,000

2カ 月に 1回 の割で例会。サロン「たまもJで錬磨向 卜と

親睦を。

園芸クラブ 笠原 千弘 久米 忠大
Ttは 1-2233

88名 年   1,500 陣1芸愛好者の技術向J■ 講習 と観賞、健康 と親眸に恰好。

俳画クラブ 中山 忠彦 中山 忠彦
TP14 1-0365

13名 月   1,000 毎月イタ」会.lJL画 愛好者の技育b綺上。

ふるさとを

歩 く会
久米  実 榎本 幸男

Te186-7060

117名 年  1,000 郷上の自然と歴史を見学 して歩 く。健康増進に最適。

徳島

膏ikl_「 告」会 長島 正 行 長島 薩行
■164-2392

17名 年  2,000 句会 と吟行をi■ して豊かな人生を。

緑台クラブ 西 同 慶文 若江人三郎
T・ 68-6060

28名 年  4,000 囲碁、将棋で充実した毎日を。会員相互の規睦 も大切にす
る。

健 歩 会 河野 幸li 雄
＞

∞

幸

“
１６

器

一

野
０
２

河
詢

128名 4F     2,000 お寺参り、名所見学等。歩くことにより、明るい精ネ中と健
康な体を。

層山会い き
いきクラブ

三浦 幸子 三浦 幸子
Ъ25-5110

63名 年   1,000 月 2回のアー ト、月 1卜 |の ウォークを通 して、親睦 と健康

増進を。

部
会道

“
茶
な

福永 宮子 福永 宮子
■68-1698

32名 月   1,000 毎月第一、第二人曜 H、 サロン「びざん」でさわやか点前
を。

か ぐや 女F 田本す 弘 子 日本寸 弘子
Ъ122-2577

16名 月   2,500 お人形作 りの会。指先を使うのは頭の活性化に最適。毎月

第四人曜日。

ちぎり絵サ

ークル
井上智代子 十上智代子

Te122-7210

15名 月   1,000 ちぎり絵の会。親睦と余暇の活用にお勧めします。毎月第
二水曜日。

(以下次 号へ
) (注)平成 7年 6月 現在。
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◇
　
秋
山
　
秋
則

　

　

（丸
亀
市
）

呼
吸
器
の
咽
喉
鳴
り
の
音
は
わ
が
命

ま
だ
尽
き
ざ
り
と
か
す
か
に
思
う

こ
ん
な
病
院
の
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
、
生
命
ぎ
り
ぎ
り

の
線
を
さ
ま
よ
い
な
か
ら
復
活
し
て
約

一
年
。

頂
い
た
余
生
は
無
駄
に
で
き
ぬ
日
々
と
、
合

掌
し

つ
つ
過
ご
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
ペ
ー
ス
で
、
土
と
書
に
親
し
み
た
い

と
思
い
な
が
ら
も
、
雑
用
に
追
わ
れ
が
ち
で
す
。

地
水
火
風
の
あ
り
が
た
さ
に
気
付
き
、
大
地

か
ら
恵
ま
れ
た
、
に
ん
に
く
、
蓬
等
を
私
の
健

康
管
理
に
常
用
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
井
上
　
昭
二
　

　

（大
洲
市
）

退
職
後

一
〇
年
。
余
生
は
好
き
な
こ
と
を
と

思
い
、
在
職
時
代
か
ら
の
趣
味
を
生
か
し
て
の

地
元
Ｐ
Ｒ
に
着
目
。
こ
の
地
を
題
材
と
し
た
歌

一詰

（
う
た
）
を
創
り
、
そ
の
名
も

「
ふ
る
さ

と
歌
一謡
祭
」
と
銘
打

っ
て
、
毎
年
発
表
し
、
今

年
で
第
八
回
を
数
え
る
迄
に
な

っ
た
。

私
が
作
曲
し
た
　
鵜

の
鳥
哀
歌
」
、

「
か
が

り
火
の
女
」
等
の
題
名
が
そ
の
こ
と
を
よ
く
表

し
て
い
る
。
中
で
も
坂
木
龍
馬
脱
藩

ル
ー
ト
を

テ
ー

マ
と
し
た

「
奔
れ
龍
馬
」
と
い
う
曲
は
、

ク
ラ
ウ
ン
中
制
作
で
全
国
盤
Ｃ
Ｄ
と
な
り
、
今

後

の
伸
び
を
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
。

◇
　
〈
７
西
　
香
代

　

　

（窪
川
町
）

退
職
し
た
ら
あ
れ
も
し

ょ
う
こ
れ
も
し

ょ
う

と
思
い
な
が
ら
早
九
年
の
年
月
が
流
れ
ま
し
た
。

昨
年
体
調
を
崩
し
た
反
省
か
ら
、
健
康
に
生

き
た
い
と
し
み
じ
み
思
い
ま
す
。

現
在
、
私
は
高
齢
者

の
独
り
暮
ら
し
の
方

へ

の
給
食
サ
ー
ビ
ス
や
、
健
康
食

の
試
食
会
等
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
精
を
出
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
た
ま
に
は
芸
能
観
賞
に
も
出
掛
け
ま
す

が
、
書
に
い
そ
し
む
時
間
も
ほ
し
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
、
孫
の
顔
見
た
さ
に
は
る
ば
る

出
掛
け
て
行

っ
た
り
と
、
ま
だ
ま
だ
忙
し
い
こ

の
頃
で
す
。

皆
様

の
ご
多
幸
を
お
祈
り
中
し
上
げ
ま
す
。

◇
　
上
野
　
美
代
子

　

（観
音
寺
市
）

六

五
才
以
上

の
老

人
と
言
わ
れ
、
少

々
抵

抗
を
感
じ

つ
つ
も
、
元
気
で
ボ
ケ
な
い
生
き
方

を
と
、
在
職
中
に
出
来
な
か

っ
た
お
稽
古
事
を

始
め
た
く
思

い
、
編
み
物
、
お
花
、
か
な
書
道

と
今
は
市
民
講
座
で
皮
革
工
芸
に
没
頭
し
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
が
又
下
手
の
横
好
き
と
中
し
ま
す
か
、

写
生
し
、
次

に
彫

（凹
凸
）
を
付
け
、
色
を
塗

っ
て
又
塗

っ
て
、　
一
つ
の
完
成
品
が
出
来
上
が

る
迄
に
、
何
力
月
も
か
か
り
な
が
ら
楽
し
ん
で

い
る
昨
今
で
す
。

（決
し
て
良

い
品
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）

ど
う
か
皆
様
も
お
元
気
で
、
ご
多
幸
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

◇
　
上
原
　
久
江
　

　

（高
松
市
）

若

い
頃
か
ら
体
が
弱
か

っ
た
の
で
、
退
職
後

を
有
意
義

に
過
ご
し
た
く
、
病
院
と
仲
良
く
な

ら
な
い
よ
う
心
掛
け
ま
し
た
。

）
健
康
法

の

一
つ
は
、
毎
朝
、
寝
床
の
上
で
し

て
い
る
タ
ワ
シ
マ
ッ
サ
ー
ジ
。
足
か
ら
上

へ
心

臓

に
向
か

っ
て
擦

っ
て
ゆ
き
ま
す
。
最
初
は
痛

く
て
、

ソ
ー

ッ
ト
撫
で
て
い
た
の
で
す
が
、
今

は
ゴ
シ
ゴ
シ
、
背
骨
も
伸
び
ま
す
。

次
は
玄
米
食
。
こ
れ
も
最
初
は
三
〇
回
噛
む

と
口
の
中
に
玄
米
粒
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
は
百
同
噛
み
ま
す
。
癖
に
な

っ
て
、
何
で
も

良
く
噛
み
ま
す
。
今
後
も
続
き
そ
う
で
す
。

◇
　
小
野
　
昭

一
　

　

（高
瀬
町
）

こ
こ
数
年
、
糖
尿
病
な
ど
二
、
三
の
病
気
、

と
い
っ
て
も
軽
症
で
す
が
…
…
…
を
か
か
え
体

調
は
い
ま
い
ち
と
い
う
と

こ
ろ
で
す
。

し
た
が

っ
て
、
健
康
法
ら
し
い
こ
と
は
何

一

つ
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
早
朝

の
大
と
の
散
歩

だ
け
は
、
自
分
の
健
康
も
兼
ね
て
、
年
間
を
通

じ
、
続
け
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
菜
園
で
は
、
健
康
野
菜

の
モ
ロ

ヘ
イ
ヤ
、
明
日
葉
な
ど
を
作
る
ほ
か
、
盆
栽

の

手
入
れ
な
ど
を
し
て
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

◇
　
岡
田
　
由
雄

　

　

⌒徳
島
市
）

私
は
退
職
し
て
九
年
、
在
職
中
に
妻
が
や

っ

て
い
た
珠
算
塾
を
引
き
継

い
で
、
二
人
で
趣
味

と
実
益
を
兼
ね
て
、
自
宅
で
や

っ
て
い
ま
す
。

一
時
は

一
五
〇
名
を
超
え
る
生
徒
が
い
て
、

日
本

一
、
県
下

一
と
い

っ
た
名
選
手
も
お
り
に

ぎ
や
か
で
し
た
が
、
今
は
生
徒
も
減
少
し
て
し

ま
い
、
ば

つ
ば

つ
の
ん
び
り
や

っ
て
い
る
現
状

で
す
。

後
継
者
も

一
人
は
医
者
に
な
り
、　
一
人
は
ま

だ
現
役
選
手
で
す
が
大
阪
に
お
り
、
私

一
代
で
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終
わ
り
そ
う
で
す
が
、
健
康
の
許
す
限
り
頑
張

っ
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
支楽
原
　
啓
次

　

　

（松
山
市
）

公
社
を
退
職
し
て

一
四
年
経
過
。
七
〇
才
に

な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
現
役
で
、
第
二
の

職
場
で
勤
務
し
、
公
共
機
関
の
役
員
も
務
め
て

お
り
ま
す
。

三
八
才
の
時
、
喉
を
締
め
つ
け
ら
れ
る
様
な

重
い
病
気
を
経
験
し
て
い
ま
す
の
で
、
ス
ト
レ

ス
を
蓄
積
せ
ず
、
偏
食
を
し
な
い
よ
う
に
心
掛

け
、
適
度
の
運
動
の

一
つ
と
し
て
歩
く
こ
と
に

努
め
、
健
康
維
持
に
留
意
し
て
い
ま
す
。
天
国

へ
旅
立

つ
ま
で
、
精

一
杯
頑
張
り
た
い
と
思

っ

て
お
り
ま
す
。

◇
　
近
藤
　
富
雄
　

　

（松
山
市
）

昭
和
四
八
年
二
月
に
退
職
。
東
電
通
松
山
支

店
に
再
就
職
し
、
六
年
間
勤
め
ま
し
た
。
そ
の

間
に
、
通
勤
に
不
便
な
た
め
、
勤
務
終
了
後
講

習
を
受
け
に
行
き
、
普
通
車
の
免
許
を
取
り
ま

し
た
が
、
時
間
を
取
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。

昭
和
五
七
年
に
、
丸
亀
第
二
八
部
隊
で
服
務

し
た
戦
友
か
ら
話
が
出
て
、
四
〇
年
振
り
に
松

山
で
再
会
。
現
在
は
四
国
四
県
で
順
番
に
会
合

を
持

っ
て
い
ま
す
。

平
成
五
年

一
一
月
に
は
胃
を
悪
く
し
て
手
術
。

胃
全
部
を
取
り
、
今
も
通
院
し
て
い
ま
す
。

◇
　
栄
枝
　
英
夫
　

　

（高
知
市
）

早
朝
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
始
め
て

一
六
年
。
最
近

は
妻
と
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
健
康

を
保
持
し
て
い
ま
す
。

）

平
成
元
年
、
退
職
と
同
時
に
各
種
農
機
具
を

購
入
。
自
力
で
培
養
土
を
作
り
、
野
菜
に
は
自

然
農
法
を
採
用
。
完
全
無
肥
料
、
無
消
毒
を
守

っ
て
、
只
今
、
リ
ン
ゴ
、
ナ
シ
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
、

椎
茸
を
育
培
中
で
す
。

ま
た
、
忙
中
閑
あ
り
で
、
年
に
二
、
三
回
は

国
内
旅
行
を
、
そ
し
て
雨
の
日
は
ワ
ー
プ

ロ
に

挑
戦
等
々
で
、
皆
様
と
も
疎
遠
に
な
り
が
ち
。

送
ら
れ
て
来
る
会
報
、
情
報
が
楽
し
み
。
毎

日
を
元
気
に
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
塩
井
　
ユハ
郎

　

　

（野
市
町
）

会
員
の
皆
様
、
お
変
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

昭
和
六
三
年
四
月
、
退
職
と
同
時
に
テ
ル
ウ

ェ

ル
高
知
営
業
所

へ
再
就
職
さ
せ
て
頂
き
、
昨
年

五
月
末

（六
年
間
）
で
卒
業
し
ま
し
た
。

卒
業
後
は
、
生
ま
れ
故
郷
に
ユ
ー
タ
ー
ン
し

て
、
少
し
ば
か
り
の
畑
を
耕
作
し
な
が
ら
、
四

季
折
々
の
野
菜
作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

丁
度
今
は
新
緑
の
時
季
で
も
あ
り
、
種
々
の

野
菜
を
収
穫
し
て
は
隣
近
所
等
に
配
り
、
皆
様

か
ら
喜
ん
で
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
健
康
に
留
意
し
、
楽
し
い
余
生
を
過

ご
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

◇
　
敷
村
　
サ
ガ
ノ

　

（松
山
市
）

昭
和
六

一
年
二
月
退
職
。
当
年
六
五
才
で
す
。

六
五
才
と
は
、
も
は
や
献
血
も
駄
目
。
老
人
手

帳
、
貯
金
の

マ
ル
優

ｅ
ｔ

ｃ
…
…
…
。
ま
た

一

つ
人
生
の
区
切
り
。
こ
の
先
は
、
第
三
の
人
生

の
気
分
で
す
。

私
は
、
お
陰
様
で
元
気
が
取
り
柄
。
毎
日
を

楽
し
み
な
が
ら
、
ボ
ケ
防
止
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

（民
謡
、
三
味
線
、
編
み
物
、

ヨ
ガ
、
体
操
等

々
）
を

こ
な
し
、
国
内
、
外
旅
行
等
退
屈
す
る

暇
な
し
。
と
い
っ
た
と
こ
ろ
てヽ
す
。

唯

一
の
願
い
は
、
ポ

ッ
ク
リ
さ
ん
に
お
頼
み

す
る
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
は

「
我
が
人
生
に
悔

い
な
し
」
で

い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

◇
　
杉
本
　
秀
治

　

　

（安
芸
市
）

平
成
二
年
に
退
職
し
、
三
年
六
月
か
ら
Ｎ
Ｔ

Ｔ
安
芸
支
店
の
看
視
員
を
し
て
い
ま
す
。

在
職
中

の
健
康
診
断
時

に
出
腹

の
相
談
で
歩

く

こ
と
を
勧
め
ら
れ
、
歩
行
歴

一
一
年
目
で
す
。

お
蔭
様
で
大
病
も
せ
ず
、
第
二
の
職
場
で
頑
張

っ
て
い
ま
ま
す
。

現
在
は
、
天
気
の
良

い
日
に
二
日
歩

い
て

一

日
休
む
サ
イ
ク
ル
で
実
行
中
で
、
瀬
戸
大
橋
と

関
西
国
際
空
港
連
絡
橋
の
開
通
前
の
ウ
オ
ー
ク

に
は
妻
と
参
加
し
ま
し
た
。
明
石
大
橋
が
次
の

目
標
に
な

っ
て
い
ま
す
。

健
康
は
金
で
は
買
え
な
い
が
、
造
る
こ
と
は

可
能
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
ど
う
か
皆
様
も
お

元
気
で
。◇

　
一呂
橋
　
武
彦

　

　

（松
山
市
）

会
報
を
見
な
が
ら
、
皆
様
方

の
近
況
を
知
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

早
い
も

の
で
、
第
二
の
職
場
で
障
害
者

の
人

々
と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら

一
三
年
の
月
日
が

経
ち
、
老
人
保
険
法
の
キ

ッ
プ
を
受
け
る
年
と

な
り
ま
し
た
。

幸

い
、
若
い
頃
の
暴
飲
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

大
病
も
な
く
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
健
康

に
気
を
付
け
て
、
残
さ
れ
た
人
生
を
楽
し
く
過

し
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》

ご
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

皆
様
も
お
元
気
で
…
…
…
。

◇
　
武
井

［不
彦

　

　

（松
山
市
）

昭
和
六
〇
年
二
月
末
を
も

っ
て
電
電
民
営
化

と
同
時

に
退
職
。
そ
の
後
、
テ
ル
ウ

ェ
ル
に
再

就
職
。
七
年
数
力
月
勤
務
の
後
、
毎
日
、
万
歩

計
を
腰
に
天
気
の
良

い
日
は
ブ

ラ
ブ

ラ
歩
く
こ

と
を
日
課
と
し
た
。

そ
の
う
ち
に
何
か
物
足
り
な
さ
を
痛
感
。
日

々
プ
ラ
ス
す
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
、
無
趣

味
な
今
ま
で

の
自
分
が
悔
や
ま
れ
た
が
、
勇
気

を
出
し
て
パ
ス
テ
ル
画
教
室
の
門
を
叩
き
、
束

の
間
に
過
ぎ
行
く
自
然
の
印
象
、
静
物
等
の
複

雑
さ
を
、
下
手
く
そ
な
が
ら
追
究
し
て
い
る
の

が
近
況
で
す
。
皆
さ
ん
お
元
気
で
ね
。

◇
　
多
田
　
和
己
　

　

（高
松
市
）

退
職
し
て
早
九
年
を
迎
え
る
。
三
途
の
川

ヘ

の

一
里
塚
と
い
う
が
、
実
感
は
ま
だ
わ
い
て
来

な
い
。
楽
し
み
は
毎
月
の
三
水
会
。
先
輩
、
同

僚
と
大
酒
を
食
ら
い
、
昔
話
の
繰
り
返
し
に
時

が
経

つ
の
を
忘
れ
て
い
る
。

六
月
か
ら

一
二
月
ま
で
は
波
止
釣
り
、
酒
の

肴
を
残
し
近
所

へ
分
配
す
る
が
、
期
待
大
。
生

来

の
凝
り
性
も
手
伝

っ
て
か
腕
前
は
上
の
部
。

オ
フ
に
は
毎
日
五

ロ
キ

の
早
歩
き
。
週
二
回
は
約

四
〇

ロ
キ

の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
。
帰
り
の
ビ
ー
ル
が

堪
え
ら
れ
な
い
。
こ
れ
で
い
い
の
か
と
自
間
自

答
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
り
ま
す
。

◇
　
地
行
　
祐
助

　

　

（徳
島
市
）

早
い
も
の
で
、
公
社
を
退
職
し
て

一
五
年
。

そ
の
間
、
第
二
の
人
生
と
し
て
電
電
会
館
、
共

済
会
で
七
年
余
り
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
第
二
の
人
生
。
平
成
元
年
に
人
生
八

〇
年
時
代
の
生
き
甲
斐
対
策
の

一
環
と
し
て
、

残
さ
れ
た
人
生
を
有
意
義

に
過
ご
す
た
め
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
を
結
成
し
、
会
員
三

八
名
で
徳
島
市
内
の
道
路
、
公
園
、
河
川
等

の

清
掃
奉
仕
や
老
人
家
庭

の
訪
問
実
施
な
ど
、
さ

さ
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
汗
を
流
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
友
澤
　
良
子

　

　

（松
山
市
）

退
職
し
て
か
ら
早

一
七
年
に
な
り
ま
す
。

在
職
中
に
、
近
所
の
方
の
縁
談
の
お
世
話
を

し
た
の
が
き

っ
か
け
と
な

っ
て
、
退
職
後
は
、

知
り
合
い
の
方
の
縁
談
の
お
世
話
を
し
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
お
友
達
に
煎
茶
を
習

っ
て
お
り
ま
す
。

私
に
と

っ
て
人
と
お
話
し
す
る
こ
と
は
、
最
高

の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
。
在
職
中
と
違

っ
た
時
間

を
大
切
に
し
、
生
き
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い

ま
す
。

◇
　
長
野
　
　
武

　

　

（松
山
市
）

退
職
し
て

一
三
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
平
成
元

年
に
胃
と
胆
石
の
手
術
を
同
時
に
や
り
ま
し
た

が
、
経
過
は
良
好
で
、
現
在
は
元
気
で
過
ご
し

て
お
り
ま
す
。

私
は
健
康
を
維
持
す
る
た
め
、
午
前
中
は
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
、
午
後
は
将
棋
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
将
棋
は
、
愛
媛
電
電
Ｏ
Ｂ
将
棋
ク
ラ
ブ
の

事
務
局
を
や
ら
し
て
貰

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
会
員
に
な

っ
て
、
町

）内

の
公
園
の
清
掃
、
誕
生
会
、
老
人
安
全
講
習

会
、
旅
行
等
に
進
ん
で
参
加
し
て
い
ま
す
が
、

同
年
退
職
者
六
名
と
の
月

一
回
の
飲
み
会
や
、

Ｏ
Ｂ
大
学

へ
の
出
席
も
楽
し
み
と
な

っ
て
い
ま

す
。

◇
　
西
岡
　
正

一
　

　

（満
濃
町
）

退
職
後

一
時
釣
り
に
凝

っ
て
、
毎
日

へ
ら
鮒

釣
り
に

一
年
間
、
雨
の
日
も
雪
の
日
も
竿
を
持

っ
て
ダ
ム
通
い
。
ま
た
、
船
を
買

っ
て
免
許
を

取
り
、
海
釣
り
も
し
ま
し
た
が
、
体
調
を
急
に

悪
く
し
て
血
圧
が
高
く
な
り
、
二
四
〇
と
な

っ

て
入
退
院
の
繰
り
返
し
で
し
た
。

今
で
は
、
大
分
血
圧
の
方
も
落
ち

つ
き
ま
し

た
。
通
院
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後
、
池

坊
生
花
の
教
授
の
免
許
を
取
り
、
ボ
ケ
防
止
の

た
め
、
近
所
の
主
婦
や
友
達

の
奥
さ
ん
等

一
〇

名
位
を
集
め
て
、
毎
週
火
曜
日
に
教
え
て
い
ま

す
。

コ
サ
ー
ジ

ュ
、
ブ
ー
ケ
、
ブ
ー
ト

ニ
ア
等

も
教
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
感
謝
さ

れ
て
い
ま
す
。

◇
　
羽
藤
　
　
勝

　

　

（今
治
市
）

肩
書
が
と
れ
て
演
歌

の
星
が
墜
ち

在
職
時
、
カ
ラ
オ
ケ
で
課
長
、
課
長
と
お
だ

て
ら
れ
た
時
代
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
夜
は
高
校
定

時
制
に
通
学

（実
は
学
校
警
備
員
）
し
な
が
ら
、

週

一
回
カ
ラ
オ
ケ
教
室

に
通

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
程
、
日
頃
の
成
果
を
試
さ
ん
と
熟
年
者

大
会
に
出
場
。
優
秀
歌
唱
賞
を
受
賞
し
喜
ん
で

い
た
と
こ
ろ
、
出
場
者
全
員
に
く
れ
た
賞
で
あ

る
こ
と
が
分
か
リ
ガ

ッ
カ
リ
。

こ
の
次
は
、
誰
ば
り
に
く
れ
な
い
権
威
あ
る
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賞
を
目
指
し
、
益
々

ハ
ッ
ス
ル
し
て
い
ま
す
。

◇
　
板
東
　
秀

一
　

　

（姫
路
市
）

退
職
し
て
既
に
二
三
年
余
の
歳
月
が
過
ぎ
た
。

そ
の
間
、
多
く
の
友
達
が
幾
人
こ
の
世
を
去

っ

て
行

っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

生
ま
れ
育

っ
た
古
里
を
離
れ
て
、
今

こ
の
姫

路
の

一
隅
に
住
む
が
、
年
老
い
て
古
里
を
離
れ

る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
上
な
く
寂
し
い
も
の

で
あ
る
。

辛

い
体
は
別
段
に
異
常
も
な
く
、
毎
朝
の
散

歩
と

一
日
に
四
、
五
枚

の
原
稿
用
紙
に
字
を
埋

め
る
の
が
日
課
で
あ
る
が
、
も
し

こ
の
身
に
残

り
の
歳
月
を
与
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
新

し
い
庭

に
、
古
里
に
残
し
た
あ
の
全
国
の
県
の

木
を
再
び
植
え
た
い
も
の
で
あ
る
。

◇
　
丸
野
　
一暑
代
子

（善
通
寺
市
）

私
は
、
平
成
五
年
四
月
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
パ
ス
テ

化
て
パ
ー
ト
勤
務
を
さ
せ
て
て
頂

い
て
い
ま
す
。

心
身
共

に
、
以
前
と
比
べ
て
確
実
に
ダ
ウ
ン

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
各
駅
停

車
で
ゆ

っ
く
り
ゆ

っ
く
り
と
し
た
歩
み
で
、
周

り
の
方
達
と
心
か
ら
の
出
会
い
を
楽
し
み
、
ま

た
、
若

い
頃
に
は
通
り
過
ぎ
て
し
ま

っ
た
よ
う

な
事
柄
に
も
心
惹
か
れ
る
毎
日
を
、
細
や
か
に

楽
し
ん
で

い
る
こ
の
頃
で
す
。

穏
や
か
に
、
自
然
体
で
年
を
重
ね
て
ゆ
け
た

ら
と
願

っ
て
い
ま
す
。

皆
様

の
ご
健
康
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

◇
　
一二
丼
　
　
昭

　

　

（大
内
町
）

退
職
し
て
も
う

一
一
年
に
な
り
ま
す
が
、
そ

）

の
後
、
皆
さ
ん
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
す
か
。

私
も
二
、
三
の
微
恙
を
持

っ
て
い
ま
す
が
、

大
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
近
頃
は
年
の
せ

い
か
出
無
精

に
な
り
、
家
居
の
生
活
が
多
く
な

り
ま
し
た
。

そ
れ
で
テ
レ
ビ
の
中
国
語
会
話
を
受
講
し
た

り
、
俳
句
や
川
柳
の
作
句
を
し
た
り
、
保
健
の

面
で
は
居
合
の
練
習
等
を
し
て
、
終
日
の
家
居

に
も
無
柳
を
感
ず
る
こ
と
も
な
く
、
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
す
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
下
さ
い
。

◇
　
村
上
　
　
栄

　

　

（伯
方
町
）

先
祖
よ
り
の
百
姓
を
減
反
し
て
、
畑
三
反
程

を
作

っ
て
お
り
ま
す
。
蜜
柑
、
野
菜
等
で
す
が
、

肥
料
と
農
薬
代
に
消
え
て
、
儲
け
は
わ
ず
か
で

す
。
運
動
が
て
ら
と
思

っ
て
頑
張

っ
て
お
り
ま

す
。天

気
の
良

い
日
は
、
舟
で
釣
り
に
も
行
き
ま

す
。
べ
ら
、
め
ば
る
、
か
さ
ご
、
た
こ
等
で
す
。

こ
れ
も
環
境

の
せ
い
で
す
か
、
乱
獲
が
原
因
で

す
か
年
々
釣
果
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

退
職
し
て
早
く
も

一
〇
年
に
な
り
ま
す
が
、

お
蔭
で
健
康
で
、
晩
酌
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

こ
の
頃
で
す
。
皆
様
お
元
気
で
。

◆
　
森
田
　
栄
子

　

　

（高
知
市
）

こ
の
度
は
、
私
の
消
息
を
お
尋
ね
下
さ
い
ま

し
て
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。
退
職
致
し
ま
し

て
早

一
Ｃ
年
の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。

お
蔭
様

に
て
健
康
で
、
小
学
生
に
な

ン^
た
孫

達
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
負
け
ま
い
ヽ
一張
り
合

っ
て

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
に
孫
や
ら
い
も
お
役
御
免
な

っ
て
、

自
分
だ
け
の
時
間
が
沢
山
に
持

て
る
よ
う
に
な

っ
た
時
は
、
日
か
な

一
日
、
読
書
に
打
ち
込
み

た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

皆
様
も
ど
う
か
お
元
気
で
お
暮
ら
し
な
さ
れ

ま
す
よ
う
に
、
お
祈
り
致
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
薬
師
神
　
文
子

（宇
和
島
市
）

昭
和
五
八
年
に
五
〇
才
で
退
職
し
、
二
、
三

年
を
ば
ん
や
り
と
過
ご
し
ま
し
た
。

続
け
ら
れ
る
運
動
と
、
頭
を
使
う
こ
と
を
と

試
行
錯
誤
の
末
、
水
泳
、

コ
ー
ラ
ス
、
書
道
、

そ
れ
に
月
に

一
、
二
回
、　
一
〇
キ
ロ
程
度

の
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
で
リ
ズ
ム
を
作

っ
て
お
り
ま
す
。

頭
を
使
う
こ
と
は
、
温
め
て
い
る
も
の
は
あ

る
の
で
す
が
、
夢
で
終
わ
り
そ
う
な
気
配
で
す
。

戦
後
五
〇
年
、
こ
れ
で
終
わ

っ
て
い
い
の
か

な
あ
と
の
思
い
も
あ
る
の
で
す
が
、
日
下
の
と

こ
ろ
、
今
の
生
活
に
安
住
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
藤
本
　
迪
雄

　

　

（松
山
市
）

ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
に
男

の
夢
を
果
た
す
―

四
月
下
旬
、
機
会
を
得
て

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

ヘ

旅
を
し
た
。
限
ら
れ
た
日
程
な
の
で
、
美
術
館

と
博
物
館
を
中
心
に
見
て
回

っ
た
が
、
中
で
も

圧
巻
は
ワ
シ
ン
ト
ン
の
国
立
航
空
宇
宙
博
物
館
。

飛
行
機

マ
ニ
ア
の
長
年
の
夢
が
凝
縮
し
た
こ

の
博
物
館

に
半

日
か
け
た
が
、
三
〇
〇
機

に
余

る
歴
史
上
の
名
機

に
接
し
、
オ
ー
バ
ー
で
な
く

体

の
震
え
を
感
じ
た
次
第
。
財
力
と
体
力
を
蓄

え
て
、
再
度
、
興
奮
を
抑
え
て

一
機
づ

つ
見
る

の
が
次

の
夢
で
す
。
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長
寿
の
た
め
の
健
康
管
理

Ｎ
Ｔ
Ｔ
愛
媛
健
康
管
理
所
長

宮
川
　
直
子

現
在
、
世
界

一
の

長
寿
国
日
本
も
、
大

正
時
代

に
は
、
平
均

寿
命
は
男
性
で
四
二

・
〇
六
才
、
女
性
で

は
四
三

・
二
〇
才
で

し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
が
、

い
ま
や
男
性
で
七
六

。
二
五
才
、
女
性
で
は
八

二

・
五

一
才
に
ま
で
伸
び
、
当
時

の
三
倍
に
な

り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
う
な
り
ま
す
と
、
電
友
会
の
皆
様
に
も
、

是
非
平
均
寿
命
以
上
に
長
生
き
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
た
だ
長
寿
で
あ
る

だ
け
で
寝
た
き
り
に
な

っ
た
の
で
は
困
り
ま
す

の
で
、
毎

日
元
気

に
質
の
高
い
人
生
を
送

っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
日
頃
の
健
康
管
理
に
は
、
ど

ん
な
点

に
注
意
す
れ
ば
良
い
か
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
、
長
生
き
を
す
る
た
め
の
基
礎
知
識
と

し
て
、
日
本
人
の
死
因
に
つ
い
て
知

っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昭
和
五
六
年
以
降
、
死
因
順
位

の
第

一
位
は

悪
性
新
生
物

（癌
）
で
、
最
近
で
は
全
死
因
の

二
七
％
に
も
及
ん
で

い
ま
す
。
第

二
位
は
心
疾

患
で
、
こ
れ
も
癌
同
様
、
急
増
し
、
二
〇
％
を

占
め
ま
す
。
第
二
位
は
脳
血
管
疾
患
で
、
戦
後

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、　
三
二
％
を
占
め
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
成
人
病
で
、

こ
れ

ら
の
三
疾
患
で
な
ん
と
全
死
因
の
六
〇
％
以
上

を
占
め
、
三
大
死
因
あ
る
い
は
三
大
成
人
病
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
長
生
き
を
す
る
た
め
に
は
、
こ

れ
ら
の
成
人
病
に
な
ら
な
い
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
最
終
的

に
死
因
と
な
る
の
は
、

こ

れ
ら
三
大
成
人
病
、
で
も
そ
の
基
盤
に
な
る
の

は
、
糖
尿
病
、
肥
満
、
高
脂
血
症
、
高
血
圧
な

ど
の
日
頃
良
く
耳
に
す
る
成
人
病
で
、
そ
の
延

長
線
上
に
三
大
死
因
が
あ
る
と
考
え
て
下
さ
い
。

こ
の
よ
う
に
、
成
人
病
と
は
単

一
の
疾
患
で

は
な
く
、
中
年
か
ら
発
病
し
て
く
る
色
々
な
病

気
の
総
称
で
、
い
く

つ
か
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
第

一
に
、
初
期

に
は
無
症
状
で
、
自
覚

症
状
が
出
る
頃
に
は
、
か
な
り
病
状
が
進
行
し

て
い
る
こ
と
で
す
。

第
二
に
、
生
活

ス
タ
イ
ル
の
改
善
で
予
防
で

き
る
習
慣
病
で
あ
る
こ
と
で
す
。

そ
負
て
、
成
人
病
を
た
だ
恐
れ
る
の
で
は
な

く
、
こ
れ
ら
の
特
徴
を
良
く
理
解
し
て
、
ま
ず
、

成
人
病
に
罹
患
し
な
い
よ
う
な
生
活
習
慣
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
も
し
罹

患
し
て
も
、
健
康
診
断
等
を
上
手
に
利
用
し
て
、

自
覚
症
状

の
出
現
す
る
前

に
、
早
期

に
発
見
し
、

悪
化
さ
せ
な
い
よ
う
上
手
に
成
人
病
と
付
き
合

っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
よ
う
に
述
べ
ま
す
と
、
皆
さ
ん
の
中
に

は
、
癌
は
生
活
習
慣
な
ど
で
は
予
防
で
き
な
い

と
思

っ
て
い
る
方
が
、
沢
山
お
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
思

い
ま
す
。

し
か
し
、
癌
と
い

っ
て
も
、
あ
る
程
度
は
生

活
習
慣

の
改
善
で
予
防
で
き
る
事
が
判

っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
も
特
殊
な
予
防
法
で
は
な
く
、

他
の
成
人
病
に
も

つ
な
が
る
ち

ょ
っ
と
し
た
生

）
活
習
慣
の
改
善
で
予
防
で
き
る
の
で
す
。

そ
こ
で
、
国
立
癌
セ
ン
タ
ー
が
提
唱
す
る
癌

予
防

一
二
カ
条
を
基
本
に
し
て
作
成
し
た
、
成

人
病
予
防
法

一
五
カ
条
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一　

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
を
と
る
。

一
一　
毎
日
、
変
化
の
あ
る
食
生
活
を
。

〓
一　
食
べ
過
ぎ
を
避
け
、
脂
肪
は
控
え
め
に
。

四
　
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
。

五
　
禁
煙
。

エハ
　
適
量
の
ビ
タ
ミ
ン
と
繊
維
質
を
と
る
。

七
　
塩
辛
い
も
の
は
ひ
か
え
め
に
、
熱
い
も

の
は
さ
ま
し
て
か
ら
。

八
　
焦
げ
た
も
の
は
食
べ
な
い
。

九
　
か
び
の
は
え
た
も
の
は
食
べ
な
い
。

一
〇
　
日
光
に
当
た
り
過
ぎ
な
い
。

一
一　

適
度
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
。

一
一
一　
身
体
を
清
潔
に
。

一
〓
一　
疲
労
や
ス
ト
レ
ス
は
早
め
に
解
消
す
る
。

一
四
　
身
体
に
何
か
異
常
を
感
じ
た
ら
早
め
に

受
診
す
る
。

一
五
　
定
期
的
に
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
を

受
け
る
。

最
後
に
、
健
康
診
断
や
ド
ッ
ク
は
受
け
る
こ

と
も
大
事
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
、
受
験
後
の

対
応
が
大
切
で
す
。
精
密
検
査
が
必
要
と
言
わ

れ
た
ら
、
恐
れ
ず
に
早
め
に
検
査
を
受
け
、
治

療
が
必
要
と
言
わ
れ
た
ら
、
早
め
に
治
療
を
受

け
て
下
さ
い
。
ま
た
、
全
く
異
常
が
な
か

っ
た

か
ら
と
い
っ
て
も
過
信
は
禁
物
で
す
。
年
齢
に

見
合

っ
た
無
理
の
な
い
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
の
結
果
は

大
切
に
保
管
し
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
に

は
持
参
し
ま
し
ょ
う
ｏ

Ｊ
）
い

な
ヽ
〕
Ⅵ
＝
腱
。
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サ
ー
ク
ル
だ
よ

り

一

Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
え
ひ
め
歩
こ
う
会

中
屋
　
廣

（松
山
市
）

『歩
ぐ
こ
と
に
よ
り
、
健
康
な
身
体
を
保
持

す
る
と
と
も
に
、
語
ら
い
の
機
会
を

つ
く
り
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
る
』
目
的
で
、
昭
和

五
五
年

一
月
五
日
に
発
足
し
、
今
年
で

一
五
年

の
歴
史
が
で
き
ま
し
た
。

い
ま
で
は
、
代
表
幹
事
流
徳
太
郎
さ
ん
を
は

じ
め
総
勢

一
二
〇
名
を
超
え
る
大
世
帯
と
な
り

年

一
回
の
総
会
で
は
、
会
場
と
な
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
プ

ラ
ザ
の
大
広
間
が

一
杯
に
な
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ

り
で
す
。

年
間
の
行
事
計
画
と
し
て
は
、

「
初
詣

・
総

会
」
、

「
花
見
遊
歩
」
、　
ヨ

泊
二
日
の
小
旅

行
」

（
二
回
）
、

「
日
帰
り
の
散
策
」

（
二
回

計
六
回
で
す
が
、
昨
年
の
実
施
状
況
を
ご
紹
介

す
る
と
次

の
通
り
で
す
。

一
、
新
春
初
詣

・
総
会

県
民
館
前

に
集
合
し
、
東
雲
神
社

・

護
国
神
社
を
参
拝
し
た
あ
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
プ

ラ
ザ
で

「
総
会

・
懇
親
会
」
を
行

っ
た
。

二
、
花
見
遊
歩

県
緑
化
セ
ン
タ
ー
、
花
木

セ
ン
タ
ー

を
遊
歩
し
、
お
花
見
を
し
た
。

三
、
国
東
半
島
め
ぐ
り

（
一
泊
二
日
）

大
分
県

。
国
東
半
島
の
仏
教
遺
跡
め

ぐ
り
を
し
た
。

四
、
カ
ル
ス
ト
台
地
散
策

愛
媛

。
高
知
両
県
に
跨
が
る
天
狗
高

原
と
大
野
ケ
原
を
散
策
し
た
。

一
）

五
、
寒
霞
渓
遊
歩

（
一
泊
二
日
）

紅
葉
の
寒
霞
渓
を
探
勝
し
た
。

こ
の
ほ
か
、　
コ
ス
モ
ス
の
咲
く
こ
ろ
に
伊
予

三
島

・
翠
波
峰
散
策
を
計
画
し
ま
し
た
が
、
富

郷
ダ
ム
エ
事
に
伴
う
道
路
事
情
の
た
め
中
止
し

ま
し
た
。

今
年
も
す
で
に

「
初
詣

。
総
会
」
、

「
花
見

遊
歩

（肘
川

・
丸
山
公
園
）
」
、

「
宇
佐
八
幡

官

。
青
の
洞
門

・
杖
立
温
泉

・
や
ま
な
み
ハ
イ

ウ
エ
ー

（
一
泊
二
日
）
の
小
旅
行
」
を
実
施
し

て
お
り
、
い
ま
は
今
秋
の
具
体
的
行
事
計
画
に

つ
い
て
、
幹
事

一
〇
名
が
ヮ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ

英
知
？
を
出
し
合

っ
て
い
ま
す
。

瞑
〕躍
雹
判
釧̈

去
る
五
月
二
〇
日

（土
）
午
前
九
時
、
久
ｔ

ぶ
り
に
満
々
と
水
を
湛
え
た
濠
、
鮮
や
か
な
新

緑
と
い
う
本
来

の
姿
に
帰

っ
た
、
こ
こ
堀
之
内

の
市
営

コ
ー
ト
に
お
い
て
、
恒
例
の
春
季
軟
庭

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
走
り
梅
雨
」
と
い
わ
れ
る
天
候
不
順
な
季

節
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
幸

い
、
好
天
に
恵
ま
れ

（少
々
風
は
あ
り
ま
し
た
が
…
）
、
和
気
あ
い

あ

い
の
う
ち
に
、
終
始
熱
戦
を
展
開
、
正
午
過

ぎ
、
無
事
全
日
程
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。と

く
に
今
回
は
参
加
者
数
の
関
係
上
、
六
ペ

ア
に
よ
る
総
当
た
り
戦
と
し
た
こ
と
も
あ

っ
て
、

充
分
テ
ニ
ス
を
堪
能
で
き
、
疲
れ
の
中

に
も
、

全
員

″
こ
れ
で
満
足
″
と
い

っ
た
感
じ
で
し
た
。

な
お
、
当
ク
ラ
ブ
会
員
で
、　
一
般
軟
庭
界
で

も
輝
か
し
い
実
績
を
残
さ
れ
た
溝
田
実
先
輩
が
、

昨
年

一
一
月
下
旬
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

本
大
会
の
開
会
に
先
立
ち
、
黙
疇
を
捧
げ
、

故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
会

員

一
同
、
今
後
と
も
い

っ
そ
う
の
精
進
を
誓

い

合

っ
た
こ
と
で
し
た
。
　

　

　

（玉
木
　
記
）

サ
ー
ク
ル
か
ら
の
原
稿
募
集

各
サ
ー
ク
ル
か
ら
の
お
便
り
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
写
真
を
添
え
て
事
務
局
ま

で

お
送
り
下
さ
い
。
次
号
の
発
行
は

一
〇

月
に
な
り
ま
す
。

護国神社 1平成 7年 1月 16日 )
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関
西
か
ら
の
義
援
金
に
対
す
る
礼
状

去
る
二
月

一
七
日
、
六
車
本
部
長
に
対
し
て
、

電
友
会
関
西
地
方
本
部
の
荒
木
本
部
長
か
ら
、

概
略
次
の
よ
う
な
礼
状
を
頂

い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
の
阪
神

・
淡
路
大
震
災
に
よ
り
被
害

を
蒙
り
ま
し
た
私
た
ち
電
友
会
関
西
に
対
し
ま

し
て
、
種
々
の
ご
配
慮
を
煩
わ
し
、
■
た
格
別

の
ご
高
配
を
頂
き
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し

た
。ご

高
配
を
頂
き
ま
し
た
貴
地
方
本
部
よ
り
の

義
援
金
を
、
過
日
、
本
部
か
ら
ご
送
金
下
さ
い

ま
し
て
拝
受

い
た
し
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

当
面
、
人
身
被
災
者
並
び
に
家
屋
全
焼

・
全

壊
被
災
者
を
対
象
に
、
見
舞
金
と
し
て
早
急
に

贈
呈
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ご
了
承
の
ほ
ど
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地
震
勃
発
当
初
、
神
戸
を
中
心
と
す
る
被
災

地
域
は
、
ま
さ
に
崩
壊
し
た
と
い
っ
て
も
言
い

過
ぎ
で
な
い
有
様
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今
日
で

は
、
献
身
的
な
支
援
を
全
国
か
ら
頂

い
た
お
陰

で
、
地
域
の
再
興
に
向
け
て
ラ
イ
フ

・
ラ
イ
ン

の
復
旧
、
被
災
ビ
ル

・
家
屋
の
取
り
壊
し
、
撤

去
が
進
め
ら
れ
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
活

力
を
も
ど
し
て
い
き

つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
ら
れ

ま
す
。

私
た
ち
電
友
会
関
西
の
会
員
に
も
、
残
念
な

こ
と
で
す
が
多
く
の
被
災
者
が
出
ま
し
た
。
地

震
発
生
後
直
ち
に
会
員
の
安
否
確
認
に
か
か
り

ま
し
た
が
、
中
々
思
う
よ
う
に
は
捗
ら
ず
、
最

終
的
に
は
支
部
役
員
が
被
災
現
地
を
訪
ね
る
努

力
も
し
な
が
ら
、
被
災
地
の
会
員
の
殆
ど
に
確

認
が
と
れ
る
ま
で
に
は
長
い
日
時
を
要
し
、
漸

く
二
月
上
旬
に
大
勢
が
把
握
出
来
た
も
の
で
す
。

二
月

一
五
日
現
在
の
被
災
状
況
は
、
次
の
通

り
で
あ
り
ま
す
。

一　

人
身
被
災
者

死
亡
　
五
名

（内
配
偶
者
三
名
）

重
傷
　
ニハ
名

（　
同
右
　
一二
名
）

中
傷
　
九
名

（　
同
右
　
一
名
）

合
計
二
〇
名

（内
配
偶
者
七
名
）

一
一　
家
屋
被
災
者

仝
焼
　
　
　
七
件

（　
　
七
名
）

全
壊
　

一
一
八
件

（
一
一
九
名
）

半
壊
　
一
一五
二
件

（二
六

一
名
）

合
計
　
一二
七
七
件

（三
八
七
名
）

私
た
ち
関
西
の
被
災
者
の
た
め
に
、
全
国
の

電
友
会
の
仲
間
か
ら
浄
意
を
も

っ
て
ご
支
援
頂

き
ま
し
た
こ
と
は
、
心
強
く
、
な
に
に
も
変
え

が
た
い
友
情
と
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。ご

支
援
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
広
く
会
員
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ
が
会
員
の
結

東
と
電
友
会
関
西
の
組
織
強
化
に
つ
な
が
る
よ

う
努
力
致
し
ま
す
こ
と
を
ご
報
告
し
て
御
礼
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
貴
地
方
本
部
の
役
員

の
方
々
並
び
に
会
員
の
皆
様
に
お
礼
の
意
の
あ

る
と
こ
ろ
を
お
伝
え
願
え
れ
ば
、
幸
甚
に
存
じ

ま
す
。

会
員
名
簿
の
発
行
に
つ
い
て

会
員
名
簿
は
、
今
年
も

一
〇
月
に
発
行
し
ま

す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
掲
載
内
容
に
誤
り
等
が

ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
早
め
に
各
県
支
部
の
事
務
局
ま
で
お
申
し

出
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

に

回暉雌麓

去
る
四
月
二
五
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
プ
ラ
ザ
松
山
に

於
い
て
、
電
友
会
四
国
地
方
本
部
の
第
二
四
回

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
各
県
支
部
か
ら
の
代
議
員
五
〇
名

の
ほ
か
お
客
様
と
し
て
吉
岡
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
支
社

長
、
青
木
共
済
会
四
国
支
部
長
、
名
越
四
国
友

愛
会
長
な
ど
顧
問
五
名
の
方
が
出
席
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
電
友
会
本
部
か
ら
は
新
会
長
山
内

正
輛
氏
が
臨
席
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
は
、
物
故
会
員

（六
九
名
）
に
対
す
る

黙
薦
に
始
ま
り
、
六
車
本
部
長
の
挨
拶
の
後
ヽ

来
賓
挨
拶
を
吉
岡
四
国
支
社
長
、
青
木
支
部
長

か
ら
頂
き
、

２
つ
い
て
山
内
電
友
会
会
長
か
ら

は
、
四
国
地
方
本
部
総
会
に
対
す
る
お
祝
い
と
、

阪
神
大
震
災
で
被
災
し
た
方

へ
の
義
援
金
拠
出

に
対
す
る
謝
意
が
述
べ
ら
れ
、
共
済
年
金
制
度

の
安
定
化
を
図
る
た
め
に
必
要
な
諸
活
動
の
継

続
、
電
気
通
信
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
順
調
な
発
展
を
願

っ
て
の
惜
し
み
な
い
協
力
、
電
友
会
組
織
の
発

展
、
健
全
な
活
動
の
推
進
等
に
つ
い
て
の
お
話

し
を
伺

っ
て
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

議
事
は
、
議
長
の
長
谷
川
茂
氏
に
よ
っ
て
進

め
ら
れ
、
西
本
副
本
部
長
に
よ
る
平
成
六
年
度

事
業
報
告
、
加
藤
理
事
に
よ
る
同
収
支
決
算
報

告
、
木
内
会
計
監
事
に
よ
る
同
会
計
監
査
報
告

が
あ

っ
て
、
平
成
六
年
度
収
支
計
算
書
（別
表
）

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
続
い
て
承
認
さ
れ
た
本
年
度
の
事
業

―- 13 -―
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計
画
は
概
ね
次
の
通
り
で
す
。

▽
生
活
の
基
盤
で
あ
る
共
済
年
金
受
給
者

の
処

遇
と
税
制
の
改
善
に
関
す
る
諸
活
動
に
つ
い
て

は
、
継
続
し
て
実
施
す
る
。

▽
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
の
連
携
を

一
層
密
に
し
、
会
員
に

よ
る
積
極
的
な
協
力
体
制
を
、
次
に
よ
り
推
進

す
る
。

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
支
社
、
支
店
及
び
営
業
所
と
の

連
絡
体
制
を
強
化
す
る
。
特

に
本
年
度
は
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
組
織
の
改
正
に
対
応
し
た
体
制
に
整

え
る
。

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
シ

ェ
ア
拡
大
に
協
力
す
る
た
め
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
商
品
の
販
売
、
取
次
ぎ
等
に
全
会
員

が
取
り
組
む
。

・
会
員
の
地
域
に
お
け
る
活
動
状
況
を
調
査

し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
支
店
及
び
営
業
所
と
の
連
携

強
化
に
活
用
す
る
。

・
会
報
、
講
演
会
等
を
通
し
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
関

す
る
情
報
等
の
周
知
に
努
め
る
。

▽
地
域
に
お
い
て
、
社
会
福
祉
、
環
境
美
化
、

青
少
年
の
育
成
等

の
奉
仕
活
動
に
貢
献
し
て
い

る
会
員
を
、
側
面
的

に
支
援
す
る
と
と
も
に
、

表
彰
に

つ
い
て
も
配
意
す
る
。

▽
会
組
織
の
Ｐ
Ｒ
と
、
未
加
入
者

へ

努
め
、
組
織
率

（現
在
約
六
〇
％
）

図
る
。

▽
会
員
の
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
電
気
通

信
共
済
会
が
行
う
福
祉
活
動
に

つ
い
て
は
、
積

極
的
に
協
力
す
る
。

▽
会
員
相
互
の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

な
る
会
報
に

つ
い
て
は
、
編
集
委
員
会
を
中
心

に
、
引
き
続
き
内
容
の
充
実

。
多
彩
化
に
努
め

ア０
。年

金
情
報

・
五
月
下
旬

に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
年
金

。
医
療
保
健

セ

ン
タ
か
ら
物
価

ス
ラ
イ
ド
分
と
し
て
、
Ｏ

・
七

％

（昨
年
は

一
。
二
％
）
の
年
金
額
改
定
通
知

書
が
届
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
　

，
」れ
が
本

年
度

の
ベ
ア
分
で
す

）

。
昨
年
二
月
か
ら
政
府
が
設
置
し
て
い
る

「
公

的
年
金
制
度

の

一
元
化
に
関
す
る
懇
談
会
」
で

は
、
共
済
年
金
に
関
す
る
制
度
改
革
を
進
め
て

お
り
、
本
年
秋
に
は
結
論
を
出
す
と
い

っ
た
話

も
あ
る
の
で
、　
ビ
死
化
等

の
問
題
に

つ
い
て
も

国
の
動
き
に
注
目
し
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

平
成
七
年
春
の
叙
塾

受
章
者

平
成
七
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、
多
年
に
わ

た
り
電
気
通
信
事
業
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認

め
ら
れ
、
土
居
忠
治
郎
様

（野
村
町
）
が
、
勲

七
等
青
色
桐
葉
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

電
気
通
信
協
会
賞
の
受
賞
者

去
る
五
月

一
八
日
、
永
年

に
わ
た
る
電
気
通

信
事
業
並
び
に
電
信
電
話
建
設
事
業
の
振
興
に

寄
与
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
、
社
団
法
人
電
気

通
信
協
会

の
平
山
会
長
か
ら
、
曽
我
部
龍
夫
様

（松
山
市
）
に
第
二
六
回
電
気
通
信
協
会
賞
が

館
ら
れ
ま
し
た
。

1別 表
' 平成 6年度収支計算書

一般会言              1単 位 :円 ,

の
勧
奨
に

の
拡
大
を六車本部長挨拶

入 の

科   目 金  額 記  事

前期繰越金 57,248

会 費等収入 905,750 支部 よ り

分 担 金収 入 1,286.290 総会費、会幸は費、
名簿費の一部

配付金収入 4,701,120 本部 より

総会 (愁親会)収 入 70,000 祝い金

広告収入 963,867 27社

利 ′息、収入

その他の収入 1,224,220 調査請負、
傷 害保降協力替筆

積立金受入 130,000 特別基 金 より繰入

合  計 9,338,749

支 出 の

科  目 金  額 記  事

事業費 2,4M,125 会報 費、名簿費、
米寿押 ぃ令

会議費 1,696,486
些 互

理 事 会 編 集 委 員

事務費 3,842,342 給与、通勤費、用品
費、通信費、貨僻書

会 費等支出 864,000 支部ヘ

その他の支 出 463,398 傷害保険通信費等

支 支 出 計 9,320,351

次卿1繰越金 18,398

合  計 9,338,749

◎特別基金の残高は、 1,055,732円 です。
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次
の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀

悼

の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

山
中
和
久
様

池
田
清
繁
様

徳
丸
龍
雄
様

剣
谷
忠

一
様

野
口
定
雄
様

新
上
末
行
様

山
田
千
代
子
様

菅
田
忠
義
様

秦
　
好
廣
様

相
原
貞
雄
様

桑
原
市
郎
様

氏
　
名

７

・

６

ｏ

２‐

７

●

５

ｏ

ｌ４

７

・

５

ｏ

ｌ２

７

・

４

ｏ

ｌ９

７

・
４

・
Ｉ

７

・

４

ｏ

ｌｌ

７

・

１

・

２７

７

・

ｌ

ｏ

２ ０

死
亡
年
月
日

享
年

一局
　
　
知

新

居

浜

松
　
　
山

音同
　
　
松

松
　
　
山

松
　
　
山

徳
　
　
島

一局
　
　
松

新

居

浜

松
　
　
山

御
　
　
荘

所
　
属

テ
ル
ウ

ェ
ル
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
番

号
に
よ
り
、
訃
報
等
を
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま

す
。次

の
方
々
は
生
前

の
ご
功
績

に
よ
り
、
死
亡

の
日
を
も

っ
て
叙
位
叙
勲
の
栄

に
浴
さ
れ
ま
し

た
。

故
　
大
谷
　
茂
春
様
　
正
七
位
勲
五
等
瑞
宝
章

故
　
池
田
喜
代
美
様
　
止
七
位
勲
六
等
瑞
宝
章

故
　
新
上
　
末
行
様
　
止
七
位
勲
六
等
瑞
宝
章

故
　
鋼
谷
　
忠

一
様
　
正
七
位
勲
六
等
瑞
宝
章

同
回

投
稿
俳
句

（香
川
）

赤
井
　
唯
好

メ
モ
の
手
を
い
そ
ぎ
帽
子

へ
青
嵐

水
足
り
て
こ
そ
の
新
緑
は
ず
む
声

谷
條
　
昭
平

山
の
湯
の
藤
棚
く
ぐ
る
宿
浴
衣

朝
露
に
光
る
牡
丹
に
風
渡
る

土
居
松
太
郎

誘
わ
る
る
ご
と
春
昼
の
書
卑
覗
く

女
客
ば
か
リ

ロ
ー
カ

ル
線
う
ら
ら

中
山
　
忠
彦

葉
桜
や
老

い
の
気
ま
ま
に
歩
を
合
わ
せ

車
椅
子
の
目
線
に
大
き
花
菖
蒲

鹿
庭
　
英
世

お
も
ち

ゃ
い
る
孫
の
手
を
引
き
夏
の
市

梅
雨
時

の
健
康
ウ
オ
ー
ク
は
合
羽
着
て

ど
の
虫
も
殺
せ
ぬ
母
の
蠅
た
た
き

朝
顔

に
私
の
彩
を
と
り
一戻
す

森
安
　
文
子

佐
々
木
　
光

真
似
だ
け
で

い
い
の
と
急
ぐ
嫁
支
度

金
魚
携
げ
て

一
足
先

に
赴
任
す
る

胡
瓜
　
　
　
　
荘
野
　
丹
秀

（内
海
町
）

初
夏
の
も
ぎ
た
て
の
胡
瓜
の
味
は
、
心
の
古

里
の
味
が
す
る
。
朝
食
の
味
噌
汁
と
胡
瓜
は
、

今
日

一
日
の
幸

い
を
感
じ
さ
せ
る
。

会
員
の
皆
様

に
は
お
変
わ
り
ご
ざ

い
ま
せ
ん

か
。
松
山
で
は
こ
の
と
こ
ろ
の
雨
で
、
石
手
川

ダ
ム
も
や

っ
と
満
タ
ン
で
す
。

水
が
貴
重
な
資
源
で
あ
る
こ
と
を
思
い
知
ら

さ
れ
た

一
年
で
し
た
が
、
雨
が
少
な
く
て
も
な

ん
と
か
育

っ
た
サ
ツ
マ
イ

モ
は
、
少
し
小
振
り

な
が
ら
甘
味
が
多
く
て
美
味
か

っ
た
で
す
。

二
畝
ば
か
り
の
菜
園
に
、
ま
た
そ
の
イ
モ
を

植
え
る
時
季

に
な
り
、
皆
様
同
様
、
月
日
の
経

つ
の
は
本
当
に
早
い
と
思
い
な
が
ら
、
オ
ウ
ム

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
鍬
を
手
に
解
脱
し
た

様
な
気
分
に
浸

っ
て
い
ま
す
。
　

　

（愛
原
）

一
　

近

況

短

信

（
二

百

字

程

度

）

一
一　

短

歌

、

俳

句

、

川

柳

〓
一
　

サ

ー

ク

ル

の

活

動

状

況

等

（
写

真

可

）

〆

切

は

八

月

末

日

、て

す

。

会

員

多

数

か

ら

の

投

稿

を

お

待

ち

し

て

い

ま

す

。
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。お申 し込み お問い合わせは、

局番なしの116番または、お近くのNttT支店・営業所へどうぞ。

すでに700名 もの方々にご不U用 いただいております。

・社員 。OBの方

連帯保証人が不要になりました。

。ご家族 (2親等まで)の方

ご本人並の条件になりました。

。その他の方

条件付で利用できます。

NTTオートリ…スが
新しいカーライフをお届けします。

お問 い合せは

NTTオ ー トリース仰四国支店

〒790松山市千舟町4-5-4

住友生命千舟町 ビル 7F

TEL(o899)21-5005

FAX(0899)32-5011
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